
              決済pip差注文 

『決済pip差注文』とは、ワンクリックで新規注文とあらかじめ設定しているpip差で 
決済注文を同時発注できる注文です。 
この機能は、 【ストリーミング注文】 ・【ワンクリック注文】時に利用できます。 

ストリーミング注文＋決済pip差 

①レートパネルのASKをクリックします。 
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ストリーミング注文＋決済pip差 

②注文画面が表示されます。 
注文方式 【通常】をクリックし、【ストリーミング】を選択します。 

③ストリーミング注文画面が表示されます。 
【通貨ペア】、【両建】、【Lot数】、【許容スリップ】
を選択します。 
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④決済pip差を入力します。 

 決済指値幅/決済逆指値幅 ……pip入力となります。 
                     （例）USD/JPY  60銭 ……「600」と入力 
 決済トレール幅 ……レートの表示通りの入力となります。              
                     （例）USD/JPY   60銭……「0.600」と入力 

あらかじめ決済pip差の数値を設定しておくことができます。  

中嶋勝彦 

 決済の組み合わせは５通り可能です。 
  
  ・決済指値 
  ・決済逆指 
  ・決済トレール 
  ・決済指値＋決済逆指 
  ・決済指値＋決済トレール 

ストリーミング注文の画面を開いた時点では 
決済pip差注文は有効にはなっていませんので、 
必ず、チェックを入れてから注文をお出しください。 
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⑤決済pip差の設定後、注文ボタンをクリックします。 
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⑥ 約定後、ポジション情報一覧に表示されます。 
また、新規約定と同時に約定レートから指定した値幅分離れた、指値と逆指値の決済注文が発注されました。 
※保有ポジションの行の上でクリックすると、保有ポジションに入れている注文が確認できます。 

じゃあ、決済pip差注文を使うと、 
わざわざIF-DONE注文や約定してから改めて決済注文を入れる必要がないんだね。 
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約定価格から60銭離れたレートで 
指値と逆指値の決済注文が発注されました。 
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ワンクリック注文＋決済pip差 

ワンクリック注文＋決済pip差は、【レートパネル】または【レート一覧】で行うことができます。 

あらかじめ『クリック時の注文方法』の設定および決済pip差の設定が必要となります。 

クリック時の注文方法の設定はここで確認できます。 
ここで「ワンクリック注文＋決済pip差注文～」と表示されていれば、 
ワンクリック約定と同時に決済注文が自動発注されます。 

【操作方法】 
①レートパネルのASKまたはBIDをクリックします。 

② 新規約定と同時に、約定レートから指定した値幅分離れたレートを指定した 
   指値と逆指値の決済注文が発注されました。 

              決済pip差注文 

設定の方法は別マニュアルのワンクリック決済pip差設定をご参照ください。 


